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　課題事例                                         






すが、なかなかうまくいきません。               

















とも集中してお絵かきを始めた。                   
　学生レポート事例  　（担任として記述する）
事例1




きましょう。    
                        




ます。                                  
　今朝は大変でしたね。しかし、それだけ昨日はＳく
んにとって嬉しいことがいっぱいでなかなか眠れなか























































ていきましょう。                        
事例2                                           
A．講義前                                     
　お母さんと別れるときに泣いていましたが、お絵か
きに誘うと、すぐに泣きやみお友達と一緒に集中して




ので、困ったことがあったらお知らせ下さい。     












『またやろう』という気持ちになるようにしています。           







いきましょう。                                 























一緒に声かけをしていきましょう。                     
　講義後の記録の変化は著しい。学生から「読みやすい文
章になった。読んでホッとする。気楽に書ける。専門家と
してのアドバイスを取り入れることが重要だとわかった。」
などの意見が出た。
　いくつかのポイントを押さえて書くことによって、連絡
帳を書くことへの負担感が、期待感に変化している。
　保護者が家庭に持ち帰った連絡帳を開き、担任からの便
りを楽しみにゆっくりと読みながら時間を過ごしてくれる
ことを頭に描きながら、ゆとりを持って書くことによって、
文章力も増してくる。
　保育に携わるスタートラインに、大いに自信が持てると
言えよう。
Ⅵ . まとめと今後の課題
　学生の講義に、連絡帳の書き方を取り入れることの意義
は判明したと言える。しかしながら、どの領域において展
開していくかはまだ明確ではない。
　他大学では『乳児保育』『保育実習』『ゼミ』『日本語コミ
ュニケーション』等、様々な講義の中で工夫して講義が展
開されている。それは講義の目的が、幼児理解にあるのか、
文章力の向上に重点を置いているのか、その講義のあり方
によって決定されているのであろう。
　しかし、今回の様に学生に講義の中で、連絡帳の書き方
について事例を紐解きながら分析していくことによって、
まずは連絡帳を書くことに対する期待感を持たせることが
できることは大きな意義がある。そこを起点として子ども
理解を深め、保護者の気持ちに寄り添う保育をしていけば、
自ずと連絡帳が充実してくるのではないか。
　就職後、保育士としての一歩を踏み出す力の一助として、
この講義は大いに意味があると言えるのではないだろうか。
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